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Alarge−eddy 　simulation （LES ）is　applied 　to　both　a　pulverized　coal 　combustion 　field　and 　non ・combusltion 　fileld　in

atest 且mlace 　with 　a　complex 　swirl　bumer，　and 出e　effect 　of 　a　coal 　combusiton 　reaction 　on 　How 且eld　and 　particle
behavior　aエe　investigated．　The　results 　show 　that　a　coal 　combusiton 　reaction 　strongly 　affects 　fiow　field　and 　particle
behavior　and 　these　behavior　are 　in　general　agreement 　with 　the　experirnents ．

1．緒言

　数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ り，微粉炭燃焼 場 に お け る 着火

特 性 や 保 炎 特 性 を予 測 す る た め に は
， 従 来 用 い ら れ て きた

RANS （ReynoldsaveragedNavier−Stokes）法 で は解 明 し得 ない ，着

火 領域 に お け る 変動流 れ 場 や 粒子 の 非定 常 挙動の 詳綱 を理 解す

る必要 が あ る （1）．そ こ で 本 研 究 で は ，複雑 なバ
ー

ナ形 状 を有 す

る 石 炭燃焼炉内 に お ける，非燃焼 場 と微粉炭燃焼 場 を対象 に ，
LES （Large−eddy 　simulation ）を 実施 し

， 微粉炭燃焼反 応 が 流 れ 場

や 微 粉 炭粒 子 挙動 に 及 ぼす影響 に つ い て 検 討 す る．

2．計 算方 法

　本計算 に は，NuFDIFrontFlowRed −CK （extended 　byCRIEPI 　and

Kyoto　Univ．）を用 い た．計算手法の 詳細 は，　Watanabe　etal ．（2）を

参照 され た い ．図 1 に対 象 とす る 石 炭 燃焼 炉   の 概 略 を示 す，

供試炭 に は NL 炭 を用い ，石炭供給量 を約 97．4　kg〆h と した．燃

焼 用 空気 の 総流 量 を空 気過 剰率 4％ と な る よ うに 決定 し た．供

給 す る 微 粉炭粒子 の 平 均 径 を約 40 μ m と した．計 算 格子 を約

27万 と した ．な お，LDV に よ る 実験値 を用い て 計算値 との 比較

を行っ た．

3．結 果 と考 察

　図 2 に，微粉炭 燃焼 時 お よ び非 燃焼 時 の ，軸 方向 流速 （U ．）の

時間平均分布 を示す，図よ り，微粉炭燃焼時に は，バ ー
ナ近傍 の

中心軸上 に σz が正 の 領域 が 形成 され て い るの に 対 して，非 燃焼

時 に は，Ux が 正 の 領域 が ほ とん ど形成 され て い な い こ とがわ か

る．こ れ らの 差 異 は，微 粉 炭燃 焼 反 応 に 伴 う急 激な ガ ス の膨 張

効果 に よ っ て 生 じ る もの と考 え られ る．図 3 に ，x ＝ 0．61m に

おけ る U。
の 半径 方 向分布 を実験値 と比 較 して示 す．こ こ で，燃

焼時の Ux は，微粉 炭粒 子の 軸 方 向流 速 で あ り，非 燃 焼 時 の 仇

は，ガ ス の 軸方向流 速 で あ る，LES に よ り得 られ た燃 焼時，お

よ び非燃焼時 に お ける 銭 の 傾向は，実験値 と も良 く一致 して

い る．
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Fig．2 ： Distributions　of 　time −averaged 　axial　velocities 　in
combusiton 　case （upPer ）and 　non −combusiotn 　case （lower）．
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Fig．3 ／ DisUibutions　of 　mean 　axial 　velecities 　at 　z ＝
0，61m （Combustion 　case ： coal　particle　velocity ，　Non−

combustion 　case ；gaseous　velocity ）．
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Fig．1 ： Cemputational　domain ．
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